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取り組みたい技術･インフラ

取り組み意向は接続速度やハードウェアスペックの向上
資料7-9 -6　費用対効果を期待して今後取り組みたい技術やインフラ（複数回答）［2007年-2008年］
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2008年　
N=1,500
2007年　
N=1,500

わからない

その他

CMS（コンテンツマネージメントシステム）の導入

XML、XMLウェブサービスの採用

レガシーシステムからIPネットワークへの切り替え

事業拠点間におけるVPNの導入

iDC（ハウジング、ホスティング）や
SaaS/ASPなどアウトソーシングの拡大

業務用パッケージの導入

リモートアクセス対応

サーバー数・ラック数の増強

IP電話の採用

無線LANの導入

利用業務ソフトのバージョンアップや改善

ファイヤーウォール、アンチウイルスなどのセキュリティ強化

ハードウェアスペックの向上

インターネット接続速度（通信帯域）の向上 35.1％
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費用対効果を期待して今後取り組みたい技術やインフラをみると、「インターネット接続速度（通信帯域）の向
上」が35.1％で最も高く、次いで「ハードウェアスペックの向上」が25. 3％である。昨年と比較して全体的
に比率が減少しているものの、順位や傾向に大きな違いは見られない。

大企業ほど技術やインフラへの取り組みに積極的
資料7-9 -7　費用対効果を期待して今後取り組みたい技術やインフラ（複数回答）［従業員規模別］

全体
N=1,000

1～ 9人　
N=55

10～ 49
人N=163

50～99人
N=92

100～299人
N=161

300～999人
N=193

1,000～ 4,999人
N=171

5,000人以上
N=165

インターネット接続速度（通信帯域）の向上 35.1% 35.8% 32.9% 45.8% 33.5% 33.5% 32.2% 37.1%

ハードウェアスペックの向上 25.3% 31.1% 25.3% 26.4% 26.4% 20.9% 23.5% 25.3%

ファイヤーウォール、アンチウイルスなどのセキュリティ強化 22.3% 19.9% 26.3% 21.5% 18.9% 23.3% 21.3% 22.3%

利用業務ソフトのバージョンアップや改善 18.6% 16.6% 18.8% 16.7% 21.1% 18.1% 17.0% 20.5%

無線LANの導入 13.0% 10.6% 11.2% 11.1% 11.0% 13.0% 14.8% 18.3%

IP電話の採用 11.6% 7.3% 11.2% 11.8% 12.8% 15.8% 9.1% 12.2%

サーバー数・ラック数の増強 11.5% 1.3% 5.9% 13.2% 12.3% 14.9% 17.8% 14.4%

リモートアクセス対応 7.9% 6.0% 4.6% 6.9% 9.7% 8.8% 7.4% 12.2%

業務用パッケージの導入 7.3% 3.3% 7.2% 6.9% 10.1% 8.8% 4.3% 8.7%

iDC（ハウジング、ホスティング）やSaaS/ASPなどアウトソーシングの拡大 6.9% 1.3% 3.3% 6.3% 3.5% 9.3% 12.6% 10.9%

事業拠点間におけるVPNの導入 6.8% 2.6% 3.0% 6.9% 7.5% 8.4% 7.4% 11.8%

レガシーシステムからIPネットワークへの切り替え 6.5% 0.0% 1.3% 4.2% 8.8% 8.8% 11.7% 9.2%

XML、XMLウェブサービスの採用 4.2% 0.7% 2.0% 3.5% 3.5% 4.7% 5.7% 8.7%

CMS（コンテンツマネージメントシステム）の導入 3.0% 1.3% 1.0% 4.2% 0.9% 3.7% 3.5% 7.0%

その他 3.7% 6.0% 4.9% 2.1% 1.8% 3.7% 2.2% 4.8%

わからない 25.5% 23.2% 27.0% 26.4% 24.7% 25.6% 23.0% 27.5%
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費用対効果を期待して今後取り組みたい技術やインフラを従業員規模別にみると、規模間での大きな違いは
みられないが、規模が大きな企業ほどより多くの技術やインフラに取り組もうとする比率が高い傾向にある。
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